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１．緊急行動計画概要

2



１．緊急行動計画概要
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15.重要水防箇所の見直し及び水防資機材の確認

2.洪水時における河川管理者からの情報提供等（ホットラインの構築） 16.水防に関する広報の充実（水防団確保に係る取組）

3.避難勧告等発令の対象区域、判断基準等の確認（水害対応タイムライン） 17.水防訓練の充実

4.水害危険性の周知促進 18.水防団間での連携、協力に関する検討

5.ＩＣＴを活用した洪水情報の提供（プッシュ型配信）

6.隣接市町村における避難場所の設定（広域避難体制の構築）等 19.市町村庁舎や災害拠点病院等の施設関係者への情報伝達の充実

7.要配慮者利用施設における避難計画の作成及び避難訓練の実施
20.市町村庁舎や災害拠点病院等の機能確保のための対策の充実
　　（耐水化、非常用発電等の整備）

8.想定最大規模の洪水に掛かる浸水想定区域図等の作成と周知 21.排水施設、排水資機材の運用方法の改善及び排水施設の整備等

9.水害ハザードマップの改良、周知、活用 22.浸水被害軽減地区の指定

10.浸水実績等の周知

11.防災教育の促進 23.堤防等河川管理施設の整備（洪水氾濫を未然に防ぐ対策）

24.決壊までの時間を少しでも引き延ばす堤防構造の工夫（危機管理型ハード対策）

12.危機管理型水位計、河川監視用カメラの整備 25.ダム再生の推進

13.決壊までの時間を少しでも引き延ばす堤防構造の工夫（危機管理型ハード対策） 26.樋門･樋管等の施設の確実な運用体制の確保

14.河川防災ステーションの整備 27.河川管理の高度化の検討

28.水防災意識社会再構築に係る地方公共団体への財政的支援

29.代行制度による都道府県に対する技術支援

30.適切な土地利用の促進

31.災害時及び災害復旧に対する支援

32.災害情報の地方公共団体との共有体制強化

（６）減災・防災に関する国の支援

③円滑かつ迅速な避難に資する施設等の整備に関する事項

（１）1.水防災意識社会再構築ビジョン協議会の設置

（２）円滑かつ迅速な避難のための取組

①情報伝達、避難計画等に関する事項

（４）氾濫水の排水、浸水被害軽減に関する取組

（３）的確な水防活動のための取組

①水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する事項

②平時からの住民等への周知・教育・訓練に関する事項

②市町村庁舎や災害拠点病院等の自衛水防の推進に関する事項

（５）河川管理施設の整備に関する事項

●「水防災意識社会」の再構築に向けた緊急行動計画に基づき、現在の取組方針の見直しを実施。
●見直しに当たっては、以下に示す緊急行動計画（２７項目）について、「今後の進め方及び数値目
標等」に示されている対応を踏まえ、現在の取組方針との整合を確認し、緊急行動計画の内容を
反映すべきものがあれば、反映する。
●反映した項目について、各構成員において改めて実施内容を策定。

※（６）の５項目については、国の支援内容であり、本取組
方針へ反映する項目ではないことから対象外

２．規約改正
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２．規約改正

「重信川大規模氾濫に関する減災対策協議会」は、
平成29年9月29日に対応済み
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台風の接近・上陸に伴う洪水を対象とした、重信川直轄河川管理区間沿川における
松山市の避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画）（案）

住民等松山市気象・水象情報

水防警報（待機・準備）

災害警戒本部設置

○職員配備

○ホットライン

○水防資器材の準備

○10分ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認

○避難所開設

宅地への浸水発生

要配慮者避難開始

◇大雨警報・洪水警報発表

○台風に関する地方気象台説明会

氾濫発生

※時間経過は基本方針の出合地点計画高水決定洪水ハイドログラフを参考。

○必要に応じ、助言の要請

○施設（ダム・水門・排水機場等）の
点検・操作確認

○雨量、河川情報等の収集

○リエゾンの派遣

○警戒体制の確認等

緊急復旧、堤防調査委員会設置

○地下街、要配慮者施設等に洪水予報（氾濫危険情報）、避難勧
告伝達

○災害対策
機械の派遣

‐72h

‐48h

‐24h

‐6h

‐2h

0h
◇大雨特別警報発表

○災害対策用資機材・復旧資機材等
の確保

○リエゾン体制の確認
○協力機関の体制確認

○特別巡視（出動）

‐1h

○テレビ、ラジオ、インターネット等による
気象警報等の確認

○避難の準備（要配慮者）

○テレビ、インターネット、携帯メール等
による大雨や河川の状況を確認

○CCTVによる監視強化

○ダム事前放流の指示・確認

【注意体制】

【警戒体制】

【非常体制】

○水門、樋門、排水機場等の操作

○応援体制の確認・要請
（防災エキスパート等）

○被害状況の把握 （ヘリコプター
等による迅速な状況把握）
○TEC‐FORCEの活動
○被害状況・調査結果等の公表

○消防団等への注意喚起
○ハザードマップ等による避難所・避難
ルートの確認

避難解除

※台風最接近

◇暴風警報発表

※気象・水象情報に関する発表等の
タイミングについては、地域・事象に
よって、異なります。

○災害・避難カードの確認

○防災グッズの準備

○自宅保全

◇台風に関する愛媛県気象情報（随時）

◇大雨注意報・洪水注意報発表

○大雨特別警報の住民への周知

○台風に関する気象庁記者会見

○ホットライン（松山地方気象台）

H30.5.29現在

‐8h
○特別巡視（準備） ○水害対策

○消防署員・消防団等による河川巡視

‐3h

○被害情報の収集・分析・予測（解析）

避難対象地区へ避難準備・高齢者等避難開始発令

○防災無線、登録制
メール等による避難準
備・高齢者等避難開始
の受信

○地下街、要配慮者施設等に洪水予報（氾濫警戒情報）、避難
準備・高齢者等避難開始伝達

○避難所開設準備、施設管理者への連絡、開設要員の配置

○広報車両・人員の手配、防災行政無線・公民館放送等の手配と
広報の実施

○県など関係機関との連絡調整

○避難者への食料・物資等の支援

時系列に関わらず、

予想される災害の規模や被害状況等により災害
対策本部（第１、第２、第３配備）設置

避難完了

避難開始

◇台風予報（全般台風情報、経路図）

水系名：重信川
河川名：重信川

○災害対策機械の派遣要請

避難対象地区へ避難勧告発令

最終的な危険回避行動

松山河川事務所

河川 ダム

○洪水警戒態勢の通知
○放流開始の通知

○予測最大放流増加の通知

○ダム操作に関する重要情報

○洪水調整開始の情報

○緊急時のダム操作に関する事前
通知

○流入量ピーク

○緊急のダム操作開始

○緊急のダム操作終了の情報

○洪水調節終了の情報

○洪水警戒態勢解除の情報

水防団待機水位到達
出合水位観測所（水位２．０m）

氾濫注意水位到達
出合水位観測所（水位３．０ｍ）

避難判断水位到達
出合水位観測所（水位４．６m）

氾濫危険水位到達
出合水位観測所（水位５．１m）

洪水予報（氾濫注意情報）

洪水予報（氾濫警戒情報）

洪水予報（氾濫危険情報）

洪水予報
（氾濫発生情報）

水防警報（出動）

○県・自衛隊など関係機関や団体への支援要請や連絡調整

○避難所施設管理者・開設要員への事前連絡

○地下街、要配慮者施設等に洪水予報（氾濫注意情報）伝達

○ホットライン

○防災無線、緊急速報
メール等による避難勧
告の受信

○防災無線、緊急速報
メール等による避難指
示（緊急）の受信

○地下街、要配慮者施設等に洪水予報（氾濫発生情報）、避難指
示（緊急）伝達

○避難所追加開設

災害対策本部（第１次配備）設置

○県など関係機関との連絡調整

○防災無線、登録制メール等による情報の伝達

○防災無線、緊急速報メール等による情報の伝達

○防災無線、緊急速報メール等による情報の伝達

避難対象地区へ避難指示（緊急）発令

※このタイムラインは、行動の目安であり、災害の規模や被害状況等により、前後、または、変更する場合がある。



台風の接近・上陸に伴う洪水を対象とした、重信川直轄河川管理区間沿川における
松山市の避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画）（案）

住民等松山市気象・水象情報

水防団待機水位到達
湯渡水位観測所（水位４．０m）

水防警報（待機・準備）

氾濫注意水位到達
湯渡水位観測所（水位４．９ｍ）

災害警戒本部設置

避難判断水位到達
湯渡水位観測所（水位５．５m）

水位到達情報（氾濫警戒情報）

氾濫危険水位到達
湯渡水位観測所（水位６．１m） 水位到達情報（氾濫危険情報）

水防警報（出動）

○職員配備

○ホットライン

○水防資器材の準備

宅地への浸水発生

水位到達情報
（氾濫発生情報）

要配慮者避難開始

◇大雨警報・洪水警報発表

○台風に関する地方気象台説明会

氾濫発生

※時間経過は基本方針の湯渡地点計画高水決定洪水ハイドログラフを参考。

○必要に応じ、助言の要請

○施設（ダム・水門・排水機場等）の
点検・操作確認

○雨量、河川情報等の収集

○リエゾンの派遣

○警戒体制の確認等

緊急復旧、堤防調査委員会設置

○災害対策
機械の派遣

‐72h

‐48h

‐24h

‐9h

‐5h

0h
◇大雨特別警報発表

○災害対策用資機材・復旧資機材等
の確保

○リエゾン体制の確認
○協力機関の体制確認

○特別巡視（出動）

‐2h

○テレビ、ラジオ、インターネット等による
気象警報等の確認

○避難の準備（要配慮者）

○テレビ、インターネット、携帯メール等
による大雨や河川の状況を確認

○CCTVによる監視強化

○ダム事前放流の指示・確認

【注意体制】

【警戒体制】

【非常体制】

○水門、樋門、排水機場等の操作

○応援体制の確認・要請
（防災エキスパート等）

○被害状況の把握 （ヘリコプター
等による迅速な状況把握）
○TEC‐FORCEの活動
○被害状況・調査結果等の公表

○消防団等への注意喚起
○ハザードマップ等による避難所・避難
ルートの確認

避難解除

※台風最接近

◇暴風警報発表

※気象・水象情報に関する発表等の
タイミングについては、地域・事象に
よって、異なります。

○災害・避難カードの確認

○防災グッズの準備

○自宅保全

◇台風に関する愛媛県気象情報（随時）

◇大雨注意報・洪水注意報発表

○大雨特別警報の住民への周知

○台風に関する気象庁記者会見

H30.5.29現在

‐14h
○特別巡視（準備） ○水害対策

○消防署員・消防団等による河川巡視

‐3h

○被害情報の収集・分析・予測（解析）

避難対象地区へ避難準備・高齢者等避難開始発令

○避難所の開設準備、施設管理者への連絡、開設要員の配置

○広報車両・人員の手配、防災行政無線・公民館放送等の手配と
広報の実施

○県など関係機関との連絡調整

避難完了

避難開始

◇台風予報（全般台風情報、経路図）

水系名：重信川
河川名：石手川

○災害対策機械の派遣要請

避難対象地区へ避難勧告発令

最終的な危険回避行動

松山河川事務所

河川 ダム

○洪水警戒態勢の通知
○放流開始の通知

○予測最大放流増加の通知

○ダム操作に関する重要情報

○洪水調整開始の情報

○緊急時のダム操作に関する事前
通知

○流入量ピーク

○緊急のダム操作開始

○緊急のダム操作終了の情報

○洪水調節終了の情報

○洪水警戒態勢解除の情報

○10分ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認

○避難所開設

時系列に関わらず、

予想される災害の規模や被害状況等により災害
対策本部（第１、第２、第３配備）設置

○避難所施設管理者・開設要員への事前連絡

○ホットライン（松山地方気象台）

○地下街、要配慮者施設等に洪水予報（氾濫警戒情報）、避難
準備・高齢者等避難開始伝達

災害対策本部（第１次配備）設置

○県など関係機関との連絡調整

○防災無線、登録制メール等による情報の伝達

○地下街、要配慮者施設等に洪水予報（氾濫危険情報）、避難勧
告伝達

○避難者への食料・物資等の支援

○ホットライン ○防災無線、緊急速報メール等による情報の伝達

○防災無線、登録制
メール等による避難準
備・高齢者等避難開始
の受信

○防災無線、緊急速報
メール等による避難勧
告の受信

○防災無線、緊急速報
メール等による避難指
示（緊急）の受信

○県・自衛隊など関係機関や団体への支援要請や連絡調整

○避難所追加開設

○防災無線、緊急速報メール等による情報の伝達

○地下街、要配慮者施設等に洪水予報（氾濫発生情報）、避難指
示（緊急）伝達

避難対象地区へ避難指示（緊急）発令

※このタイムラインは、行動の目安であり、災害の規模や被害状況等により、前後、または、変更する場合がある。



台風の接近・上陸に伴う洪水を対象とした、重信川直轄河川管理区間沿川における
松前町の避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画）（案）

住民等松前町気象・水象情報

水防警報（待機・準備）
○職員配備

○ホットライン

○水防資器材の準備

○10分ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認
○避難所開設

宅地への浸水発生

要配慮者避難開始

◇大雨警報・洪水警報発表

○台風に関する地方気象台説明会

氾濫発生

※時間経過は基本方針の出合地点計画高水決定洪水ハイドログラフを参考。

○必要に応じ、助言の要請

○施設（ダム・水門・排水機場等）の
点検・操作確認

○雨量、河川情報等の収集

○リエゾンの派遣

○警戒体制の確認等

緊急復旧、堤防調査委員会設置

○地階を有する施設等に避難勧告等伝達

○災害対策
機械の派遣

‐72h

‐48h

‐24h

‐6h

‐2h

0h
◇大雨特別警報発表

○災害対策用資機材・復旧資機材等
の確保

○リエゾン体制の確認
○協力機関の体制確認

○特別巡視（出動）

‐1h

○テレビ、ラジオ、インターネット等による
気象警報等の確認

○防災無線、携帯メール等による
避難準備情報の受信

○避難の準備（要配慮者以外）

○テレビ、インターネット、携帯メール等
による大雨や河川の状況を確認

○CCTVによる監視強化

○ダム事前放流の指示・確認

【注意体制】

【警戒体制】

【非常体制】

○水門、樋門、排水機場等の操作

○応援体制の確認・要請
（防災エキスパート等）

○被害状況の把握 （ヘリコプター
等による迅速な状況把握）
○TEC‐FORCEの活動
○被害状況・調査結果等の公表

○消防団等への注意喚起

○避難者への食料・物資等の支援

○ハザードマップ等による避難所・避難
ルートの確認

避難解除

※台風最接近

◇暴風警報発表

※気象・水象情報に関する発表等の
タイミングについては、地域・事象に
よって、異なります。

○災害・避難カードの確認

○防災グッズの準備

○自宅保全

◇台風に関する愛媛県気象情報（随時）

◇大雨注意報・洪水注意報発表

○大雨特別警報の住民への周知

○台風に関する気象庁記者会見

○ホットライン（松山地方気象台）

H30.5.29現在

‐8h
○特別巡視（準備） ○水害対策

○消防署員・消防団等による河川巡視

○避難所開設

‐3h

避難対象地区へ避難指示発令

○被害情報の収集・分析・予測（解析）

避難対象地区へ避難準備情報発令

○防災無線、広報車等
による避難指示・避難勧
告の受信

○要配慮者施設等に避難準備情報伝達

○避難所の選定、施設管理者への連絡、開設要員の配置

○県・自衛隊など関係機関や団体への支援要請や連絡調整

○広報車両・人員の手配、防災行政無線・公民館放送等の手配と
広報の実施

○県など関係機関との連絡調整

○避難所開設 ○避難者への食料・物資等の支援
○県・自衛隊など関係機関
や団体への支援要請や連
絡調整

避難完了

避難開始

◇台風予報（全般台風情報、経路図）

水系名：重信川
河川名：重信川

○災害対策機械の派遣要請

避難対象地区へ避難勧告発令

最終的な危険回避行動

松山河川事務所

河川 ダム

○洪水警戒態勢の通知
○放流開始の通知

○予測最大放流増加の通知

○ダム操作に関する重要情報

○洪水調整開始の情報

○緊急時のダム操作に関する事前
通知

○流入量ピーク

○緊急のダム操作開始

○緊急のダム操作終了の情報

○洪水調節終了の情報

○洪水警戒態勢解除の情報

水防団待機水位到達
出合水位観測所（水位２．０m）

氾濫注意水位到達
出合水位観測所（水位３．０ｍ）

避難判断水位到達
出合水位観測所（水位４．６m）

氾濫危険水位到達
出合水位観測所（水位５．１m）

洪水予報（氾濫注意情報）

洪水予報（氾濫警戒情報）

洪水予報（氾濫危険情報）

洪水予報
（氾濫発生情報）

水防警報（出動）

10



台風の接近・上陸に伴う洪水を対象とした、重信川直轄河川管理区間沿川における
東温市の避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画）（案）

松山河川事務所 住民等東温市気象・水象情報

水防団待機水位到達
出合水位観測所（水位２．０m）

水防警報（待機・準備）

氾濫注意水位到達
出合水位観測所（水位３．０ｍ）

避難判断水位到達
出合水位観測所（水位４．６m）

洪水予報（氾濫注意情報）

洪水予報（氾濫警戒情報）

氾濫危険水位到達
出合水位観測所（水位５．１m） 洪水予報（氾濫危険情報）

水防警報（出動）

○職員配備

○ホットライン

○水防資器材の準備

○10分ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認
○避難所開設

宅地への浸水発生 洪水予報（氾濫発生情報）

要配慮者避難開始

◇大雨警報・洪水警報発表

○台風に関する地方気象台説明会

氾濫発生

※時間経過は基本方針の出合地点計画高水決定洪水ハイドログラフを参考。

○必要に応じ、助言の要請

○施設（ダム・水門・排水機場等）の点検・操作確認

○雨量、河川情報等の収集

○リエゾンの派遣

○警戒体制の確認等

緊急復旧、堤防調査委員会設置

○地階を有する施設等に避難勧告等伝達

○災害対策機械の派遣

‐72h

‐48h

‐24h

‐6h

‐2h

0h
◇大雨特別警報発表

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保

○リエゾン体制の確認

○協力機関の体制確認

○特別巡視（出動）

‐1h

○テレビ、ラジオ、インターネット等による
気象警報等の確認

○防災無線、携帯メール等による
避難準備情報の受信

○避難の準備（要配慮者以外）

○テレビ、インターネット、携帯メール等
による大雨や河川の状況を確認

○CCTVによる監視強化

○ダム事前放流の指示・確認

【注意体制】

【警戒体制】

【非常体制】

○水門、樋門、排水機場等の操作

○応援体制の確認・要請（防災エキスパート等）

○漏水・侵食情報提供

○被害状況の把握
（ヘリコプター等による迅速な状況把握）
○TEC‐FORCEの活動
○被害状況・調査結果等の公表

○消防団等への注意喚起

○避難者への食料・物資等の支援

○ハザードマップ等による避難所・避難
ルートの確認

避難解除

※台風最接近

◇暴風警報発表

※気象・水象情報に関する発表等のタイミングにつ
いては、地域・事象によって、異なります。

○災害・避難カードの確認

○防災グッズの準備

○自宅保全

◇台風に関する愛媛県気象情報（随時）

◇大雨注意報・洪水注意報発表

○大雨特別警報の住民への周知

○台風に関する気象庁記者会見

○ホットライン（松山地方気象台）

H30.5.29現在

‐8h
○特別巡視（準備） ○漏水調査指示 ○水害対策

○消防署員・消防団等による河川巡視

○避難所開設

‐3h

避難対象地区へ避難指示発令

○被害情報の収集・分析・予測（解析）

避難対象地区へ避難準備情報発令

○防災無線、広報車等
による避難指示・避難勧
告の受信

○要配慮者施設等に避難準備情報伝達

○避難所の選定、施設管理者への連絡、開設要員の配置

○県・自衛隊など関係機関や団体への支援要請や連絡調整

○広報車両・人員の手配、防災行政無線・公民館放送等の手配と
広報の実施

○県など関係機関との連絡調整

○避難所開設 ○避難者への食料・物資等の支援
○県・自衛隊など関係機関
や団体への支援要請や連
絡調整

避難完了

避難開始

◇台風予報（全般台風情報、経路図）

水系名：重信川
河川名：重信川

○災害対策機械の派遣要請

避難対象地区へ避難勧告発令

最終的な危険回避行動

11



台風の接近・上陸に伴う洪水を対象とした、重信川直轄河川管理区間沿川における
砥部町の避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画）（案）

松山河川事務所 住民等砥部町気象・水象情報

水防団待機水位到達
出合水位観測所（水位２．０m）

水防警報（待機・準備）

氾濫注意水位到達
出合水位観測所（水位３．０ｍ）

避難判断水位到達
出合水位観測所（水位４．６m）

洪水予報（氾濫注意情報）

洪水予報（氾濫警戒情報）

氾濫危険水位到達
出合水位観測所（水位５．１m） 洪水予報（氾濫危険情報）

水防警報（出動）

○職員配備

○ホットライン

○水防資器材の準備

○10分ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認
○避難所開設

宅地への浸水発生 洪水予報（氾濫発生情報）

要配慮者避難開始

◇大雨警報・洪水警報発表

○台風に関する地方気象台説明会

氾濫発生

※時間経過は基本方針の出合地点計画高水決定洪水ハイドログラフを参考。

○必要に応じ、助言の要請

○施設（ダム・水門・排水機場等）の点検・操作確認

○雨量、河川情報等の収集

○リエゾンの派遣

○警戒体制の確認等

緊急復旧、堤防調査委員会設置

○地階を有する施設等に避難勧告等伝達

○災害対策機械の派遣

‐72h

‐48h

‐24h

‐6h

‐2h

0h
◇大雨特別警報発表

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保

○リエゾン体制の確認

○協力機関の体制確認

○特別巡視（出動）

‐1h

○テレビ、ラジオ、インターネット等による
気象警報等の確認

○防災無線、携帯メール等による
避難準備情報の受信

○避難の準備（要配慮者以外）

○テレビ、インターネット、携帯メール等
による大雨や河川の状況を確認

○CCTVによる監視強化

○ダム事前放流の指示・確認

【注意体制】

【警戒体制】

【非常体制】

○水門、樋門、排水機場等の操作

○応援体制の確認・要請（防災エキスパート等）

○漏水・侵食情報提供

○被害状況の把握
（ヘリコプター等による迅速な状況把握）
○TEC‐FORCEの活動
○被害状況・調査結果等の公表

○消防団等への注意喚起

○避難者への食料・物資等の支援

○ハザードマップ等による避難所・避難
ルートの確認

避難解除

※台風最接近

◇暴風警報発表

※気象・水象情報に関する発表等のタイミングにつ
いては、地域・事象によって、異なります。

○災害・避難カードの確認

○防災グッズの準備

○自宅保全

◇台風に関する愛媛県気象情報（随時）

◇大雨注意報・洪水注意報発表

○大雨特別警報の住民への周知

○台風に関する気象庁記者会見

○ホットライン（松山地方気象台）

H30.5.29現在

‐8h
○特別巡視（準備） ○漏水調査指示 ○水害対策

○消防署員・消防団等による河川巡視

○避難所開設

‐3h

避難対象地区へ避難指示発令

○被害情報の収集・分析・予測（解析）

避難対象地区へ避難準備情報発令

○防災無線、広報車等
による避難指示・避難勧
告の受信

○要配慮者施設等に避難準備情報伝達

○避難所の選定、施設管理者への連絡、開設要員の配置

○県・自衛隊など関係機関や団体への支援要請や連絡調整

○広報車両・人員の手配、防災行政無線・公民館放送等の手配と
広報の実施

○県など関係機関との連絡調整

○避難所開設 ○避難者への食料・物資等の支援
○県・自衛隊など関係機関
や団体への支援要請や連
絡調整

避難完了

避難開始

◇台風予報（全般台風情報、経路図）

水系名：重信川
河川名：重信川

○災害対策機械の派遣要請

避難対象地区へ避難勧告発令

最終的な危険回避行動

12



台風の接近・上陸に伴う洪水を対象とした、重信川直轄河川管理区間沿川における
伊予市の避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画）（案）

松山河川事務所 住民等伊予市気象・水象情報

水防団待機水位到達
出合水位観測所（水位２．０m）

水防警報（待機・準備）

氾濫注意水位到達
出合水位観測所（水位３．０ｍ）

避難判断水位到達
出合水位観測所（水位４．６m）

洪水予報（氾濫注意情報）

洪水予報（氾濫警戒情報）

氾濫危険水位到達
出合水位観測所（水位５．１m） 洪水予報（氾濫危険情報）

水防警報（出動）

○職員配備

○ホットライン

○水防資器材の準備

○10分ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認
○避難所開設

宅地への浸水発生 洪水予報（氾濫発生情報）

要配慮者避難開始

◇大雨警報・洪水警報発表

○台風に関する地方気象台説明会

氾濫発生

※時間経過は基本方針の出合地点計画高水決定洪水ハイドログラフを参考。

○必要に応じ、助言の要請

○施設（ダム・水門・排水機場等）の点検・操作確認

○雨量、河川情報等の収集

○リエゾンの派遣

○警戒体制の確認等

緊急復旧、堤防調査委員会設置

○地階を有する施設等に避難勧告等伝達

○災害対策機械の派遣

‐72h

‐48h

‐24h

‐6h

‐2h

0h
◇大雨特別警報発表

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保

○リエゾン体制の確認

○協力機関の体制確認

○特別巡視（出動）

‐1h

○テレビ、ラジオ、インターネット等による
気象警報等の確認

○防災無線、携帯メール等による
避難準備情報の受信

○避難の準備（要配慮者以外）

○テレビ、インターネット、携帯メール等
による大雨や河川の状況を確認

○CCTVによる監視強化

○ダム事前放流の指示・確認

【注意体制】

【警戒体制】

【非常体制】

○水門、樋門、排水機場等の操作

○応援体制の確認・要請（防災エキスパート等）

○漏水・侵食情報提供

○被害状況の把握
（ヘリコプター等による迅速な状況把握）
○TEC‐FORCEの活動
○被害状況・調査結果等の公表

○消防団等への注意喚起

○避難者への食料・物資等の支援

○ハザードマップ等による避難所・避難
ルートの確認

避難解除

※台風最接近

◇暴風警報発表

※気象・水象情報に関する発表等のタイミングにつ
いては、地域・事象によって、異なります。

○災害・避難カードの確認

○防災グッズの準備

○自宅保全

◇台風に関する愛媛県気象情報（随時）

◇大雨注意報・洪水注意報発表

○大雨特別警報の住民への周知

○台風に関する気象庁記者会見

○ホットライン（松山地方気象台）

H30.5.29現在

‐8h
○特別巡視（準備） ○漏水調査指示 ○水害対策

○消防署員・消防団等による河川巡視

○避難所開設

‐3h

避難対象地区へ避難指示発令

○被害情報の収集・分析・予測（解析）

避難対象地区へ避難準備情報発令

○防災無線、広報車等
による避難指示・避難勧
告の受信

○要配慮者施設等に避難準備情報伝達

○避難所の選定、施設管理者への連絡、開設要員の配置

○県・自衛隊など関係機関や団体への支援要請や連絡調整

○広報車両・人員の手配、防災行政無線・公民館放送等の手配と
広報の実施

○県など関係機関との連絡調整

○避難所開設 ○避難者への食料・物資等の支援
○県・自衛隊など関係機関
や団体への支援要請や連
絡調整

避難完了

避難開始

◇台風予報（全般台風情報、経路図）

水系名：重信川
河川名：重信川

○災害対策機械の派遣要請

避難対象地区へ避難勧告発令

最終的な危険回避行動

13
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４．危機管理型水位計

重信川において、洪水時のみの水位観測に特化し、機器の小型化や通信

機器等のコストを低減した水位計（危機管理型水位計）を導入。

これにより、重信川の危険箇所等における水位把握や市町長等へのホット

ライン、住民避難等に活用。

設置イメージ写真
■危機管理型水位計の現地設置イメージ

氾濫危険水位

水圧式水位計

電送回線
(携帯通信)太陽電池

基準点水位観測所

A市 B町

D市 E町

既設

既設新設

新設 新設

市町村、地先単位の危険箇所等に水位計を設置。全国で、約3000基設置。
直轄河川での活用

危機管理型水位計について

○都道府県が管理する中小河川の多くには水位計が設置されていない。
○広範囲に多数の水位計を設置することで、防災情報の充実を図る。

革新的河川管理プロジェクト

・H29.4 ～機器開発、現地実証実験を開始。
・当初実証実験参加 12チーム 寒冷地実証実験参加 13チーム
※一部重複者あり

洪水時の水位観測に特化した低コスト水位計を導入し、ホットラインや住民避難に活用する。

15



４．危機管理型水位計

危機管理型水位計（低コスト化）

通信設備

・テレメーター通信設備
・商用電源
・格納小屋

水位計
データ処理

・サーバー
・データ処理システム
・格納スペース

通信設備
・携帯通信
・電池及び太陽電池

水位計

データ処理
・民間クラウドサーバー

・テレメーター通信、 	 携帯通信
光ファイバー通信
・商用電源 	 電池及び太陽電池
・個別サーバー設置、 	 民間クラウドサーバー
データ処理システム整備

従来システム

危機管理型水位計システム

■危機管理型水位計の観測イメージ

危機管理型水位計の観測

・平常時は1日に1回伝送。
・洪水時（設定水位を超過した場合）は、10分毎に伝送。（1日分の電池容量を確保）。

＜水位算出＞
サンプリング間隔1秒以内による20秒
間以上の平均観測水位により決定。

危機管理型水位計の運用システム

・国、地方自治体が参加する
協議会を設置。
・協議会において、通信SIM、
クラウド（水位情報提供システ
ム）の共同調達や運営管理を
行うことにより、安価で効率的
なシステム管理を図る。

従来システムよりも低コスト化の水位計システムを導入し、効率的なシステム管理を図る。

16
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６．要配慮者利用施設の避難確保計画作成への支援
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６．要配慮者利用施設の避難確保計画作成への支援
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７．教育支援

防災・河川環境教育の連携・協力について

自然災害から命を守る

・災害対応や河川環境の実務
・幼少期からの教育の支援

・学校教育の実務
・防災教育の手法の開発・普及

防災・河川環境教育の充実
・重信川流域の過去の災害の写真や資料を活かした授業の展開
・重信川の河川環境に関する体験学習等による授業

国土交通省 地元大学等

・防災、河川環境の専門知識
・学生の活動（人材育成）

文部科学省

連携・協力

●「国土交通省等と連携した防災教育の取組について」
各県教育委員会防災教育主管課長等あて通知H27.11.25）

●「国土交通省等と連携した防災教育の取組について」
各県教育委員会防災教育主管課長等あて通知H29.11.7）

●「防災・河川環境教育の充実に係る取組の強化について」
各地方整備局企画部長等あて通知（H27.11.25）

●「防災・河川環境教育の充実に係る取組の強化について」
各地方整備局河川部長あて通知（H29.11.7）
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７．教育支援

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度

学習指導要領改訂

平成29年3月31日

平成28年度より、全国

で28校において指導計

画（案）の作成支援を

先行して実施。

平成29年度中に、国管理河川の流域市町において、

指導計画作成の支援校を教育関係者等と連携して

決定、支援を開始し、平成30年度末までに、防災・河

川環境教育に関する指導計画を作成し、県管理河川

に関連する市町の全ての学校に共有。

（平成29年3月31日に改訂された新学習指導要領の周知・徹底・移行期間）

引き続き、防災・河川環境教育の実施を支援

各学校において、指導

計画を検討

平成32年度より、新学習指導要領に基づき、各学校で防災・

河川環境教育を実施（平成34年度以降も引き続き実施）

（平成29年3月31日に改訂された新学習指導要領の全面実施）

２０２０年

防災・河川環境教育のスケジュール案

【今後のスケジュール】・・・対象は小学校４、５年生
○H２９・・・指導計画作成のモデル校を流域市町で１つ、小学校と授業内容協議
○H３０上半期・・モデル校＋実施可能な小学校で授業を行う。
○H３０下半期・・実施内容を流域市町の全ての小学校に共有
○H３１・・・全ての小学校で指導計画作成
○H３２・・・全ての小学校で防災・河川環境教育を実施

防災・河川環境教育の促進

○平成29年度中に、国管理河川の流域市町において防災・河川環境教育に関する指導
計画作成の支援校を教育関係者等と連携して決定し、支援を開始。

○平成30年度末までに作成した防災・河川環境教育に関する指導計画を、県管理河川
に関連する市町の全ての学校に共有

「重信川大規模氾濫に関する減災対策協議会」の取り組みの一環

【モデル校】
・浮穴小（松山市）
・伊予小（伊予市）
・拝志小（東温市）
・岡田小（松前町）
・麻生小（砥部町） 22
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８．排水計画

排水作業準備計画の基本的な考え方・策定フロー

策定フロー

「重信川の減災に係る取組方針」や「緊急行動計画」に基づき、「平成32年度までに、長期にわたり
浸水が継続する地域などにおいて、排水計画を作成」するものとする。

なお、ここで言うところの『排水計画』は、排水作業の準備に係る計画であり、今後『排水作業準備
計画』と呼称するものとする。

『排水作業準備計画』は、洪水時に、氾濫状況に応じて、排水作業の進め方等を検討・決定する上
で必要な基礎資料を事前に準備し整理しておくもの。

重信川では、想定最大規模降雨で検討を行っている。

『排水作業準備計画』は、協議会等の場を通じて関係者間で共有するとともに、本資料により訓練
も実施する。

検討予定

平成29年度に松山河川国道事務所において下流域の排水作業準備計画の検討に
着手。

今後、中上流域の検討を行い、平成32年度までに検討し、協議会で共有予定。

１．資料収集・整理

３．排水ポンプ車等の配置検討

２．氾濫特性等の把握

実効性のある排水作業準備計画の検討を行い、被害軽減を資する。
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８．排水計画

排水ポンプ車等の設置箇所（写真・図面）排水ポンプ車等の待機場所・
排水箇所までの進入ルート（写真・図面）

• 詳細な進入ルート
• 設置箇所の広さ
• 排水元（釜場等）、排水先
• 留意事項
等を記載する

（現地の状況が分かる写真・図
面を添付）

• 待機場所（技術事務所、出張所等）
• 待機可能台数
• 進入ルート
（目印となる施設名や写真を添付）

• 留意事項
等を記載する

役場等の重要施設、上下水道等のインフラ施設の位置図

• 洪水浸水想定区域
• 主要道路
• 排水系統、排水施設
• 役場、警察、消防
• 病院
• 給油所
• 浄水場、下水処理場
• 大規模工場
等を記載する

※これに加えて、
• 氾濫シミュレーション結果
• 排水施設等の位置・管理者
• 標高図
等もまとめる

排水ホース上を車両が通行するた
めの対策例

（ホースブリッジ）
（H26年8月豪雨（中国地整））

○○川
排水作業準備計画
（L1ブロック）

平成29年3月

収集・整理した資料、検討結果は「排水作業準備計画」としてとりまとめる。
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4%

16%

40%

60%

8%

4%

36%
34%

5%

2%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大雨警報や洪水警報等が発表された

避難準備・高齢者等避難開始が発…

避難勧告が発表された

避難指示（緊急）が発表された

大雨特別警報が発表された

重信川洪水浸水想定区域図

河川があふれたことを知った
自宅が浸水し始めた

避難しない

その他

無回答

55%

14%

19%

12%

1%

23%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

まつやま防災マップ

まつやま内水ハザードマップ

松前町総合防災マップ

重信川洪水浸水想定区域図

その他

まったく知らない

無回答

８．住民アンケート調査
避難行動に関するアンケート調査結果（松山市下流域、松前町）
まつやま防災マップや松前町総合防災マップは認知度が高い。

洪水時に避難が必要になった場合、指定避難所に避難を考えている回答者と自宅の２階以上に避難を考えている回答者が37%となる。

避難行動を開始するタイミングとしては避難勧告の発表は、河川が溢れたことを知った時等が多い。

台風18号時には様々な避難行動のための情報が発表されたが、避難のための行動を行った回答者は33%となっている。

ハザードマップの認知度

想定している避難場所

松前町の回答者の70%

避難行動を開始するタイミング回答数1,218

回答数1,218

回答数1,218

松山市の回答者の73%

台風18号時に避難行動のための情報を得た時の行動 回答数1,218

避難のための行動を
行った回答者は33%

37%の回答者が自宅の２階以上
の避難（垂直避難）を考えている。

台風18号時に避難所に
避難した回答者は2%
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９．アンケート調査

45%

14%

3%

2%

30%

3%

19%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

防災無線、テレビ等で自治体の情報を確認した

避難準備を始めた

避難を始めた

市町、自治会、自治防災組織等に問い合せした

メールを読んだが、特に何もしなかった

メールの内容は特に確認しなかった

メールを受信しなかった

無回答
12%

6%

33%

18%

14%

16%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

携帯キャリアのホームページ

行政機関のホームページ

テレビ等のニュース

新聞記事や市町の広報誌

家族・友人等からの紹介

実際に他の河川での災害時に受信したことがある

エリアメールに関するアンケート調査結果（松山市、松前町）
エリアメールの認知度は65%と高いが、30％が知らないと回答しており、まだまだ認知度向上が必要。

エリアメールを知るきっかけは様々であるが、テレビ等によるニュースを通じて知った割合が多い。

台風18号時における防災情報を知った情報源としては、回答者の42%がエリアメールを挙げており、テレビとともに主な役割を果たしている。

エリアメールを受信した時に、63%が情報を確認する等の行動を取っているが、30%は何もしておらず、エリアメールの重要性の周知が課題となる。

エリアメールに対しては、氾濫の危険性周知としての目的を果たしている。

エリアメールの認知度

エリアメールを知ったきっかけ

台風18号時における避難行動のための情報取得媒体

存在を知らなかった回答者が32％

テレビ等のニュースで知った
回答者が最多

65%の回答者がエリアメールを認知

8%
8%

42%
12%

67%
6%

16%
6%

17%
3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

モバイル松山消防
愛媛県防災メール

緊急速報メール（エリアメール）
防災行政無線

テレビ
ラジオ

インターネット
広報車両、消防車両による広報

家族・友人等からの連絡
その他

テレビの次に活用さ
れている

63%の回答者
が何らかの行
動を行っている

回答者が30％の回答
者が何もしなかった

53%

45%

31%

0%

1%

2%

0%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重信川が氾濫のおそれがある状況であることに気付くことが出来た

重信川の状況を知ることが出来て便利だと思った

重信川が氾濫した、または氾濫すると思い、不安を感じた

メールの内容を信じなかった

メールの内容がよく分からなかった

地震が発生したのかと勘違いをした

うるさくて迷惑だったため、すぐに表示を消した

特に何も感じなかった

受信者の多くに氾濫のお
それを周知できている。

エリアメールの感想

台風18号時にエリアメールを受信した時に取った行動

アンケートの概要
配布区域：松山市（石井地区、余土地区、垣生地区）

松前町全体
配布人数：3,000人
回答人数：1,218人（約41%）

回答数1,218

回答数791

回答数1,218

回答数1,218

回答数1,218
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５．川の防災情報等
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